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元気に育て！元気に育て！

12月議会のようす
　12月定例会は、12月４日から20日の17日間の会期で開かれました。
　町長提出議案は、総合計画案や補正予算など19件で、原案どおり可決しました。
　今後の与謝野町のまちづくりの方向を決める総合計画案では12人が質疑し、今
議会も、のべ46人の議員発言など、活気ある議会となりました。
　一般質問は16人が町長らに今後のまちづくりなどの見解をただしました。
　なお、10月22日に、阿蘇シーサイドパーク施設整備工事の請負契約議案の臨時
会が開かれ、原案どおり可決しました。

元気に育て！総合計画

― 構想と計画 ―
一、基本構想は、10年後の将来を展望した目標にします。

一、基本計画は、５年間の施策方針をたてて取り組みます。

一、実施計画は、３年を期間とし、具体的な事業に取り組みます。

12月議会のようす

総合計画を問う！
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総合計画を問う！
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質
問

企
画
財
政
課
長

現
実
を
直
視
せ
よ

質
問

企
画
財
政
課
長

 

野
田
川
駅
の
活
用
を
図
れ

質
問

町
長

高
速
道
の
開
通
も
近
い

質
問

商
工
観
光
課
長

町
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
を

質
問

町
長

 

総
合
計
画
の
成
否
は「
協
働
」

で
決
ま
る

質
疑

質
問

町
長

全
面
的
情
報
公
開
が
大
事

質
問

企
画
財
政
課
長

地
域
経
済
の
主
役

質
問

商
工
観
光
課
長

 

最
大
の
障
害
は
国
の
地
方

財
政
対
策
で
は

活用の望まれる野田川駅

観光のキーワード  縦貫道



総合計画を問う！
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賛成
 討論

賛成
 討論

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

企
画
財
政
課
長

質
問

町
長

 
生
か
す
か
否
か
町
長
次
第

質
問

福
祉
課
長

林
業
再
生
で
環
境
を
守
る

質
問

 

福
祉
の
町
づ
く
り農

林
課
長

地
域
産
業
で
の
協
働
を

質
問

商
工
観
光
課
長

環
境
保
全
の
取
り
組
み

質
問

住
民
環
境
課
長

現
実
の
も
の
と
し

　

 

実
行
す
る
こ
と
が
大
切

住
民
参
加
で
新
し
い

 　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を

林業再生で環境を守る



5

質
問

総
務
課
長

質
問

農
林
課
長

質
問

 

産
直
の
メ
リ
ッ
ト
を
！

農
林
課
長

質
問

質
問

企
画
財
政
課
長

町
農
道
・
水
路
を
早
く

条 
例

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

質
問

総
務
課
長

職
員
の
買
物
も
地
元
業
者
で

町
長

（
峠
辺
地
整
備
計
画
）

（
香
河
辺
地
整
備
計
画
）

（
職
員
給
与
の
条
例
）

与謝にある「米の貯蔵保管施設」
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賛成
 討論

請願書

（
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
）

後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める請願書

　
　

こ
の
制
度
は
高
齢
者
か
ら

医
療
を
奪
い
取
る
改
悪

意
見
書
を
出
す
の
に
、

な
ぜ
否
決
な
の
か

質
問

委
員
長

後
期
高
齢
者
の
医
療
の

　
　
　

確
保
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
５
７
年
法
律
第
８
０
号
）

「
抜　

粋
」

第
１
条「

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

第
４
７
条

第
４
８
条

第
５
０
条
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意見書

以上、上記５項目を政府に対し意見書として提出します。

後期高齢者医療制度の改善等を求める意見書

賛成
 討論欠

陥
だ
ら
け
の
本
制
度
は
中
止
し
か
な
い
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医
療
制
度
改
革
実
施

に
あ
た
っ
て
の
陳
情
書

 

療
養
病
床
削
減
・
廃

止
方
針
に
つ
い
て
の
緊

急
陳
情
書

 

福
祉
施
設
等
の
福
祉

人
材
確
保
対
策
の
具
体

化
と
充
実
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の

陳
情
書

陳情書

〔
視
察
報
告
〕

（
平
成
19
年
10
月
17
日
）

長
野
県
下
條
村
の

自
立
と
少
子
化
対
策

（
平
成
19
年
10
月
18
日
）

愛
知
県
尾
張
旭
市
の

公
民
館
活
動
，
公
共
交
通
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
を
伺
う

文
教
・
厚
生
委
員
会

委
員
会
の

（
提
出
者
）

 
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
に
関

す
る
緊
急
陳
情
書

（
提
出
者
）

活
動
報
告

下條村役場にて研修
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　町民の皆様には、輝かしい平成 20

年の新春をご家族お揃いでお迎えの

ことと心からお慶び申し上げます。

　新しい年が町民の皆様にとって健

康で明るい年でありますよう、また

与謝野町にとって繁栄をもたらす素

晴らしい年になりますよう、お祈り

申し上げます。

　昨年は「与謝野町」が誕生して二

年目の年でありました。少子高齢化

が進み、地域間格差が生じるなど与

謝野町を取り巻く大変厳しい状況の

下、町民の心が一つになれる安心・

安全のまちづくりを推し進めるため

の礎を築く年であり、12 月には行

政改革大綱が示され、さらに与謝野

町の今後のまちづくりの指針となり

ます「総合計画」が策定されました。

　本年は、与謝野町３年目を迎える

年となりましたが、当地域では景気

は一向に回復の兆しは見られない中、

本町の基幹産業であります織物業、

農業などの振興発展をはじめ、商工

業の景気回復、さらに教育、環境、

福祉、医療といった分野の充実、高

齢化時代に向けての対応、情報シス

テムの整備など課題は山積しており

ます。

　このような厳しい状況ではありま

すが、本年は「行政改革大綱」、「総

合計画」に基づき与謝野町のまちづ

くりを着実に推し進めていかなけれ

ばなりません。住民と行政の協働に

よって目指すまちづくりに向け実践

する初年度であり、目標に向かって

躍進する年にしたいものです。

　そのためにも私たちは、議会とし

ての責任と役割を自覚し、行政と

議会が一体となり、町民の皆様のご

理解とご協力を頂きながら、今後歩

むべき方向性をしっかりと見据えて、

誤りのないよう全力を尽くしたいと

新年にあたりその決意を新たにして

いるところであります。

　今年一年が与謝野町民の皆様にと

りまして、災害のない明るい幸多い

年でありますよう、ご祈念申し上げ、

念頭の挨拶と致します。

目標に向って、躍進する年に

議 長　糸　井　満　雄

広
報
特
別
委
員
会

委
員
会
の

　

と
き
：
平
成
19
年
８
月
21
日
〜
22
日

　

京
都
府
市
町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
21
日
）

　

愛
知
県
・
大
口
町
議
会
だ
よ
り
（
22
日
） 活

動
報
告
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補
正
予
算
【
一
般
会
計
】

補正予算を審議！

知遊館駐車場用地購入に

7200 万円など3号補正
4996万円の減

　

主　

な　

事　

業

補 正 予 算 名 補 正 額 累 計 総 額

一 般 会 計 ３ 号 ▲4996 103億9111

特　

別　

会　

計

簡 易 水 道 ３ 号 2271 9億3917

下 水 道 ２ 号 ▲664 17億9703

農業集落排水１号 7825 1億3827

国民健康
保険３号

事業勘定 1億9042 26億9449

診 療 所 622 8653

老 人 保 険 ３ 号 1億3976 24億1404

水道事業１号 収益的支出 805 1億7432

●12月の補正予算  　　　 【単位：万円】

購入が決まった知遊館駐車場
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補正予算を審議！

質
問 道

の
駅
周
辺

 

美
し
く
整
備
を商

工
観
光
課
長

京
の
豆
っ
こ
米
ブ
ラ
ン
ド

質
問

農
林
課
長

耐
震
の
定
義
は
あ
る
の
か

質
問

農
林
課
長

質
問 信

頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り

農
林
課
長

質
問

教
育
推
進
課
長

質
問 岩

滝
幼
稚
園
の
未
整
備
箇
所

 

と
備
品
は

がんばれ！　道の駅

質
問

総
務
課
長

補
正
が
当
初
よ
り
多
い

質
問

福
祉
課
長
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補正予算を審議！
質
問

商
工
観
光
課
長

油
の
高
騰
で
ク
ア
ハ
ウ
ス

 
事
業
は

質
問

商
工
観
光
課
長

休
眠
施
設
の
利
活
用
を 

―
―
―
―
―
―
―

質
問

教
育
長

配
食
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

質
問

福
祉
課
長

質
問

福
祉
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

食の安全に
ついて

質
問

農
林
課
長

京
の
担
い
手
支
援
事
業
は

質
問

農
林
課
長

明
石
香
河
線
の
進
捗
は

質
問

建
設
課
長

農
業
支
援
事
業
へ
援
助
を

町のブランド  京の豆っ子米
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補正予算を審議！

質
問

町
長 今

年
の
年
末
年
始
対
策
は

  
特
に
重
視
を

質
問

企
画
財
政
課
長

予
定
通
り
か
、
交
付
税
額 
―
―
―
―
―
―
―

質
問

農
林
課
長

有
害
鳥
獣
対
策
を

質
問

教
育
推
進
課
長

利用しやすい
知遊館へ充実を

ど
の
子
も
育
つ
ま
ち
に

質
問

教
育
推
進
課
長

町民の負担に
格差あり

質
問

企
画
財
政
課
長

準備が進むデジタル化

改修された  温江 山の家
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補正予算を審議！

補
正
予
算
【
特
別
会
計
】

温江 集落排水事業

質
問

町
長 簡

易
水
道
補
正（
第
３
号
）を
問
う

質
問 下

水
道（
第
２
号
）

年
次
計
画
の
繰
り
上
げ
を

下
水
道
課
長

質
問 国

民
健
康
保
険（
第
３
号
）

医
療
費
を
下
げ
る
ひ
と
つ
の
方
策

保
健
課
長

改修が進む水道施設（算所）

完成した配水池（幾地）

3月定例会の予定
3月 3日（月）　招 集 日
3月11日（火）
 　12日（水）　一般質問
 　13日（木）



一般質問　ここが聞きたい！

15

こ
こ
が
聞
き
た
い

20年度予算へ行政改革大綱の反映は

リバースモーゲージ制度の導入を問う

医療型・介護型の施設不足の対策が

ちりめん街道・地域と行政の役割

耐震補強と学校統合について

阿蘇シーサイドの見直しと収益性は

消防団に携帯型AEDの配備を

社協の移送サービスへ補助を

避難所指定校の防災機能向上を

合併２年目の予算は何が目玉か

今こそ社会的弱者対策の充実を

ゴミを減らして焼却中心から脱却を

行政改革の目標は達成できるのか

観光まちづくり

誰もが安心して暮らせる地域経済に

母なる川 野田川の管理と残土処分場

一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い

森
本

町
長

20年度予算へ行政改革大綱の反映は

森
本

町
長

行政改革大綱と総合計画に配慮が必要

森
本

教
育
長

テ
ス
ト
結
果
を
生
か
せ

情
報
網
整
備
へ
決
断
を



一般質問　ここが聞きたい！
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リバースモーゲージ制度の導入を問う
国・府の制度導入を考慮する

服
部

町
長

多
田

町
長 医

療
型
・
介
護
型
の
施
設
不
足
の
対
策
が

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
考
え
る

介
護
家
族
へ
の
支
援
強
化

多
田

町
長

家を対価に老後も安心―!?

まだまだ不足　福祉施設



一般質問　ここが聞きたい！
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上
山

谷
口
当
地
区
の
３
セ
ク
は

谷
口

町
長

ちりめん街道・地域と行政の役割
町づくりは住民が主役 側面的に支援をしたい

谷
口

町
長

プ
ラ
ン
ト
の
今
後
は

町
長

谷
口

町
長

耐震補強と学校統合について
検討委員会を立ち上げ、町民の意見を聞く

教
育
長

耐震不足の加悦中学校



一般質問　ここが聞きたい！

18

家
城

町
長

㔟
籏

町
長

阿蘇シーサイドの見直しと収益性は
見直しを進め、産業振興に資する施設に

消
防
団
に
携
帯
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
を

ま
ず
幼
稚
園
や
保
育
所
に―

  

今
後
も
研
究
検
討
す
る

双
峰
公
園
今
後
の
運
営
は

消
防
団
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

㔟
籏

町
長

農
地
の
取
得
を
容
易
に

㔟
籏

農
業
委
員
会
会
長

家
城

家
城

町
長

自
転
車
道
の
防
犯
対
策

町
長

家
城

町
長



一般質問　ここが聞きたい！

19

有
吉

町
長

農
振
農
用
地
の
見
直
し

浪
江

避難所指定校の防災機能向上を
教育委員会や学校現場と協議し検討する

社
協
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
へ
補
助
を

地
域
公
共
交
通
会
議
で
議
論

有
吉

町
長

有
吉

町
長

地
域
力
再
生
交
付
金

町
長

浪
江

町
長

身近な所に安心できる避難所を



一般質問　ここが聞きたい！

20

合併２年目の予算はなにが目玉か
住民生活に必須経費と重点施策にメリハリを

小
林

町
長

小
林

町
長

小
林

町
長

光
通
信
敷
設
計
画
を
早
く

伊
藤

住
宅
改
修
助
成
制
度
を

今
こ
そ
社
会
的
弱
者
対
策
の
充
実
を

少
な
い
財
政
の
中
で
、住
民
の
付
託
に
応
え
た
い

町
長

伊
藤

町
長

雇用対策は緊急の課題　宮津ハローワーク



一般質問　ここが聞きたい！
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畠
山

町
長

畠
山 ゴ

ミ
を
減
ら
し
て
、焼
却
中
心
か
ら
脱
却
を

燃
や
す
し
か
な
い
物
だ
け
に

町
長

畠
山

町
長

畠
山

町
長

今
田

町
長

行政改革の目標は達成できるのか
ハードルは高いが最善の努力を傾けたい

効
率
的
な
組
織
に

今
田

町
長

与
謝
野
丸
の
舵
取
り
を

今
田

町
長

行
革
の
エ
ン
ジ
ン
は
職
員

今
田

町
長

移
動
町
長
室
は

今
田

町
長

家庭でできる生ゴミ処理



一般質問　ここが聞きたい！
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観
光
ま
ち
づ
く
り

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

赤
松

町
長

赤
松

町
長

赤
松

町
長

赤
松

町
長

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定

赤
松

町
長

観
光
振
興
事
業
費
補

助
金
制
度

野
村

誰もが安心して暮らせる地域経済に
地域内発型の地域経済をすすめる

町
長

観光の拠点　旧加悦駅舎



一般質問　ここが聞きたい！
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井
田

母なる川 野田川の管理と残土処分場

町
長

今後の大きな課題―  地元と協議も大事

新成人 おめでとう

新たに332人の新成人が誕生

求められる維持管理（野田川）
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ま
ち
の
宝

子
ど
も
ペ
ー
ジ

ま
ち
の
宝

子
ど
も
ペ
ー
ジ

ま
ち
の
宝

子
ど
も
ペ
ー
ジ

与
謝
野
町

与
謝
野
町

議
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第
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加
悦
中
学
校 

の
紹
介

　

本
校
の
生
徒
数
は
、現
在
２
０
７
名
。今
年
度
は
、「
京
の

子
ど
も
、夢
・
未
来
校
」の
指
定
を
受
け
、『
互
い
に
認
め
合

い
、学
び
合
い
な
が
ら　

伝
え
合
う
生
徒
の
育
成
』を
テ
ー

マ
に
、学
習
面
を
中
心
に
教
育
活
動
全
般
を
通
し
て
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

■
１
年

植
竹

千
夏

■
２
年

坂
根
亜
衣
子

■
３
年

細
見

英
亮

■
３
年

尾
上
真
里
佳

■
３
年

黒
田

一
穂

■
３
年

尾
上
真
里
佳

■
３
年

川
中

美
里

　本園は、旧野田川町
の唯一の幼稚園とし
て、地域の方が守り支えられてきた園で
す。地域や保護者の方の信頼も厚く、教育
内容にもその特性を生かし、地域の教育力
を取り入れた教育計画を立案し取り組み
を進めています。毎年12月に開催してお
ります作品展では、地域の方と共に子ども
達の大好きな「曳山祭」を表現しました。

　本園は、旧野田川町
の唯一の幼稚園とし

三河内幼稚園
の紹介

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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